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第
三
十
号

(平
成
十
四
年
三
月
十
八
日
)

古

代

名

刺

考
新
出
土
の
謁

・
刺
を
中
心
と
し

て
ー

横

田

恭

三

は
じ
め

に

日
本

で
は
公

の
場

で
名

刺

の
交

換

が
な

さ
れ

る
。

自
分

の
所

属

や
姓

名

を
相
手

に
知

っ
て
も

ら

い
、
今
後

の
交

際
を

円

滑

に
行
う

た
め

に
必

要
な

行

為

と
な

っ
て

い
る
。

こ

れ
は
何

も

日
本
特

有

の

こ
と

で
は
な
く

、
中

国

で
も

同
様

に
行
な

わ
れ

て
い
る
。

近
年

、
中

国
各

地

の
博
物

館

や
研
究

所

を

訪
問

す

る
機
会

が
多

い
の
で
あ

る
が

、
そ

の
都

度
、
名

刺

交
換

は
欠

か

せ

な

い
。

中

国

の
名

刺

は

日
本

の
そ
れ

と
ほ
と

ん

ど
変
わ

ら

な

い
。

違

い

を
あ

え

て
指
摘

す
れ

ば

、
名
刺

と
呼

ば
ず

に

「
名
片

」
と

い
う

こ
と

ぐ
ら

い
で
あ

ろ
う

。

こ
う

し
た
点

か

ら
か

、
名

刺
と

い
う

語
は

日
本

で
生

ま
れ

た
も

の
と

思

い
こ
ん

で

い
る
中

国
人
も

い
る
と

い
う

。
実

は
、
名

刺

は
古

代

中

国

で
生

ま

れ
、
悠

久

の
歴
史

を
経

て
今

日

に
至

つ
て

い
る
。

で
は
・

名

刺

は

い

つ
頃
か

ら
使

わ
れ

だ

し
、
ど

の
よ

う
な

体
裁

の
も

の
だ

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か

。

明

の
田
藝
衡

の

『
留
青

日
札

』

(刺

紙

)

に
、

'

古
者

削

竹

木

以
書

姓

名
、

故

田
刺

。

(中
略

)
後

以

紙
書

、
故

日
名

紙
。

と

あ

る
ま
う

に
、
明
代

に
お

い
て
は
、
「
古
入

は
竹

や
木

を
削

っ
て
姓
名

を

書

い
た
。

こ

れ

が
刺

で
あ

る
」

と

考
え

ら

れ

て

い
た

。
ま

た

、

『資

治

通

鑑

』
巻

五

四
に

「留

謁

則
去

、
不
見

喪
主

」

と
あ

り
、

そ

の
註

に
は

「謁

猶
刺

也
」
と
あ

っ
て
、
謁

と
刺

と
は

同

じ
も

の

で
あ

る
と

す

る
。
さ

ら

に
、

清

の
趙
翼

『咳
余
叢

考

』
名
帖

に
も

、

劉
馮

〈
事
始

〉
云

:
古

昔
削

木
以

書
姓

名
故

謂
之

刺

、
後

世
以
紙

書

、

謂
之
名

帖

。
按

此
説

亦
有

可
疑
者

、

既
云

、
削

木
為
刺

、

則
応
是

未

有

筆
墨

以
前

、

乃
六
経

及
先

秦

、
西
漢

之
書

、
並

無
刺

字

、
漢
初

猶

謂

之
謁

。

、
と
あ

る
。

こ
れ

ら
を

総
合

し

て
こ
れ
ま

で
考

え

ら
れ

て
き

た

こ
と

は

、

謁

と
刺

と
は

本
来

同

一
の
も

の

で
あ

る

が
、
前

漢
初

め

に
は
謁

と
呼

ば
れ

、
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そ
れ

が
後
漢

末

に
な

る
と
刺

に
変

わ

っ
た
。

づ
ま

り
、

時
代

と
と

も

に
呼

び

方
も

変
化

し
た

と
す

る
解

釈

が

一
般

的

で
あ

っ
た
。

と

こ

ろ
が
、

一
九

八
四
年

、
安

徽
省

馬
鞍

山
市

か

ら
三

国
時
代

の
墓

が

発
見

さ
れ

た

こ
と

で
、

こ
の
見
解

が
覆

さ

れ
た

。
墓

中

に
は
墓
主

人

で
あ

る
朱
然

の

「
謁
」

と

「
刺
」

が

同
時

に
発
見

さ

れ
、

両
者

の
用
途

に
明
ら

か
な

区
別

が
あ

る

こ
と
が

わ
か

っ
た

。
謁

は
刺

に
比

べ

て

一
回
り

大
き

く
、

文
字

数
も
多

い
。
ま

た
、

こ
れ

と
前

後

し
て
中

国
各

地
か

ら
謁

や
刺

が
複

数

の
地
区

か
ら

出
土

し
た

。
そ

の

一
つ
に
、
前

漢
末

に
あ

た

る
江
蘇

省
連

雲

港

の
尹
湾

漢

墓

か

ら

出
土

し
た

名

謁

が
あ

る
。

こ

の
名

謁

の
文
字

は

ゆ

っ
た
り

と

し
た
波

磔
を

備
え

た
鄭

重

な
も

の

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ま

で
、
名
刺

に
関
し

て
論

述
し

た
も

の

に
、
李
均

明

「
簡
牘

文
書

〃
刺
"
考

述
」

(
『文

物

』

一
九

九

ニ
ー

九
)
、

劉
洪

石

「

"謁

"
、
〃刺

"
考

述

」
(
『文

物

』

一
九
九

六
-

八
)
、

郭
伯

南

「
名
刺

」
(
『
中
国

文
化

の
ル
ー

ッ
』
上

)
な

ど

が
あ

る
。

本
稿

で
は

、
文

献

に
見
え

る
用

例
を

踏
ま

え
な

が

ら
、
新

出
土

の
謁

や

刺

の
形
式
と

書
体

に

つ
い
て
考
察

す

る

こ
と

に
す

る
。

一
、
文
献
に
見
え
る
謁
と
刺

謁
に
つ
い
て
、
『史
記
』
張
儀
列
伝
第
十
に
、
戦
国
時
代
の
魏
の
人
で

あ
る
張
儀
と
蘇
秦
の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

張
儀
於
是
之
趙
、
上
謁
求
見
蘇
秦
。
蘇
秦
乃
誡
門
下
人
不
為
通
。
又

使
不
得
去
者
数
日
。
已
而
見
之
、
坐
之
堂
下
、
賜
僕
妾
之
食
。

た
て
ま
つ

張
儀
が
趙
の
国
へ
行
き
、
謁
を
上

っ
て
蘇
秦
に
面
会
を
求
め
た
が
、
蘇

齟秦

が
張

儀
を

侮
辱

し
た

の
で
、
張

儀
は
怒

っ
て
秦

の
国

へ
荷

担

し
た
と

い

う

話

で
あ

る
。
こ
の

「謁

」
が

じ

つ
は
今

の
名

刺

に
相
当

す

る
も

の
で
あ

っ

て
、

こ

の
記

述

が
現
在

の
と

こ

ろ
、
謁

に
お

け

る
も

っ
と
も

古

い
用
例

と

さ
れ

る
。

れ
き
せ
い

『
史

記
』
躑
生

陸
賈

列
伝

(巻

九
十

七
)
に
も
次

の
よ
う
な

話

が
記
さ

れ

て

い
る
。
秦

代

の
末
、

沛
公

(劉

邦
)
・
が
蜂

起

し
、
兵

を
率

い
て
陳
留

を

過
ぎ

ろ
う

と
し

て

い
た
と

き
、
躑

生

(食

其

)
は

部

下
を
介

し

て
沛
公

に

面
会

を
求

め
た

。

沛
公

至
高

陽
伝
舎

、

使
人

召
躑
生
。

躑
生

至
、

入
謁

。

「
入
謁
」
と

は
名
刺

を
差

し

出
す

こ
と

で
、
躑

生
が

沛
公

に
謁

見
を

求
め

た
件

り

で
あ

る
。

『
史

記
』
高

祖

本

紀

(巻

八
)

に

は

「
高
祖

為

亭

長
。

素

易

諸
吏

。

乃

紿

為
謁

日
、
賀

銭

万
。

実

不
持

一
銭
謁

入

。
呂

公

大
驚

、
起

迎

之

門
。
」

と

い

い
、

『
索
隠

』

の
註

に

「
謁

、
謂

以

札
書

姓

名

、
若

今
之

通

刺

而
兼

載

銭
穀

也
」

と
あ

る
。

謁
は

今

の
通
刺

の
よ
う

な
も

の
で
姓
名

と
賀

銭

の

数

を
記

し
た

と
す

る
。

通
刺

と

は
、
名

刺
を

差
し

出

し

て
面

会
を

求
め

る

こ
と

で
あ

る
。
『
後
漢

書
』
孔

融
伝

(巻

一
百

)
に

「
楊

賜
遣
融

奉

謁
賀
進

、

不
時

通
、
融

即
奪

謁

還
府
、

投
劾

而
去

」
と

い

い
、
宋

の
劉
敷

『
賀
知

府

某

侍
読

啓

』
に

「
向
者

叨
被

詔
除

、
出

分
郡

組
、

治
任

戒
道

、
懐

謁
詣
辞

」

と

あ

る
。

ま
た

、
元

の
黄
潜

『
送
周
明

府
詩

序
』

に
は

「先

是
為

政
者

、

務
以

平
易

近
民

、
或

奉
贄
納

謁

以
身

通
、
皆

非

之
拒

、
習
為

故
常

、

人
不

訝
也

」
と

あ

る
。
前

述

の
五
例

「
為

謁
」

「
奉
謁

」

「
奪
謁
」

「懐

謁
」

「
納

謁
」

の
謁

は
す

べ
て
、
現

在

の
名
刺

の
意

味

に
用

い
ら

れ
て

い
る
。

自
分
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よ
り

上
位

の
も

の
と

面
会

す

る
際

に
は
、

ま
ず

使
者

に
名

刺

(謁
)

を
差

し
出

し
、
自

分

の
身

分
と
姓

名
を

相
手

に
知

ら

せ
、

許
さ

れ

て
初

め

て
面

会

で
き

た

こ
と
が
窺

え

る
。

刺

は

ど
う

か
と

い
う
と

、
後

漢

の
劉
煕

の

『
釈

明
』

(釈

書
契

)
に

「書

称
刺

書
。

以
筆

刺
紙
簡

之

上
也

。
又

日
到

写

、
写
此

文
也

。
画

姓
名
於

奏

上
日

書
刺
」
と
あ

る
よ
う

に
、
「
刺
」
の
語

源
は
筆

で
紙
簡

の
上

に
刺
す

か

ら

と

い
う
。

ま

た
、
南

朝

・
梁

の
劉
鰓

の

『文

心
彫

竜
』

に

刺

者
達

也
。
詩
人

諷
刺

、
周
礼

三
刺

、
事

叙
相

違

、
若
針

之

通
結
矣

。

刺

は
達

で
あ

り

、
事
を

述

べ

て
目
的
を

達
す

る

こ
と

で
、
針

が
結

び

目

と
お

に
達

る
よ
う

な

も

の
だ
と

あ

る
。

つ
ま
り

、
意

志
を

通
じ

合
う
意

味

で
あ

る
と

解

釈

で
ぎ

よ

う
。

ま

た
、

『
後

漢
書

』
文

苑

伝

下

・
禰

衡

列

伝

(巻

一
百
十

下
)

に

「
建
安

初
、

来
遊

許

下
。
始

達
潁

川
、

乃
陰

懐

一
刺
、

既

而
無

所

之
適

、
至
於

刺
字

漫

滅
」

と
あ

る
。
禰

衡

は
、

刺
を
懐

に
入
れ

て

許
昌

に
来

遊

し
た

が
、
適

当
な

人
物

に
出

会
え

ず

、
と
う

と
う

懐

に
入
れ

て
お

い
た
刺

の
文
字

が
磨

り
減

っ
て
し
ま

っ
た

と

い
う

。
ま

た

、

三
国
時

代

の
夏

侯
湛

の

『
従
祖

叔
権

幼
権

序
』

に
は
、
魏

の
夏

侯
淵

の
子

で
あ

る

夏

侯
栄

に

「
遍
談

百
刺
」

と

い
う

故
事

が
残

さ
れ

て
い
る
。

弟
栄

、

字
幼
権

、
幼

聡
慧

、

七
歳
能

属
文

、

誦
書

日
千

言
、
経

目
輒

識
之

。
文

帝
聞

而
請

焉

、
賓
客

百
余

人
、

人

一
奏
刺

、
悉

書
其

郷
邑

名

氏

、
世

所
誦
爵

里

刺
也

。
客

示
之

、

一
寓
目

、
使

之
遍
談

、

不
謬

一
人

、
帝
深

奇
之

。

夏
侯

栄
は

七
歳

に
し

て
詩

文

に
長
じ

、

日
に
千

言
を
暗

誦

し
、

目

に
し

た
も

の
は
た
ち

ま
ち

覚
え

て
し
ま
う

と

い
う

天
才
児

で
あ

っ
た

。

こ
れ
を

伝

え
聞

い
た
文

帝
は

さ

っ
そ
く
夏

侯

栄
を

召
し

出
し

た
。

百
人

を
超
え

る

賓

客

が

そ

れ

ぞ

れ
彼

に
官

職

・
本

籍

・
姓

名

を

書

い
た
刺

を

差

し

出

す

と

、.
一
目

で
記
憶

し

て
し
ま

い
、

一
人
も

誤

る
こ
と

が
な

か

っ
た
と

い
う

。

古

代
人

は

、謁

や
刺
を

日
頃

か
ら

懐

に
持
ち

歩
き

、
必

要
が
あ

れ
ば

使

っ

た

こ
と
が
窺

え

る
。

大
き

さ
は

懐

に
入
る

程
度

の
も

の
で
、
携
帯

に
便
利

な

よ
う

に
軽

く

な
け

れ
ば
な

ら

な

い
。

限
ら

れ
た

空

間

に
必

要

不
可
欠

な

内

容
を

伝
、え
る
と

い

っ
た

こ
と
か

ら
も

、
謁

や
刺

に
は

現
在

と
同

じ
よ
う

な

一
定

の
形
式

が
あ

っ
た
は
ず

で
あ

る

。
次

の
項

で
詳

し
く
考

え

て

み
よ

・つ
。

二
、
新
出
±
の
謁
と
刺

こ

の
四
半

世
紀

の
問

、
中

国
各

地
か

ら
新

た

に
出
土

し
た

謁
と
刺

に

つ

い
て
、
時

代

順

に
概

要
を

ま
と

め

て
み

よ
う
。

(-
)
江
蘇

・
陶
湾
村
西
郭
宝
蕃

土
誕

(重

俣
中
晩
期
)

一
九
八
五
年
、
連
雲
港
市
博
物
館
は
海
州
区
陶
湾
村
黄
石
崖
で
前
漢
中

晩
期
の
太
守
墓
か
ら
木
牘
五
枚
を
発
見
し
た
。
う
ち
二
枚
が
謁
で
あ
る
。
・

謁
の
長
さ
二

一
.
五

㎝
、
幅
六

・
五
㎝
、
厚
さ
O

・
八

㎝

(脱
水
処
理
後

の
寸
法
)。
書
体
は
重
厚
な
波
磔
を
有
す
る
隷
書
。
書
写
さ
れ
て
い
る
文

字
は
次
の
二
種
で
あ
る
。

、

①

「東
海
太
守
宝
再
拝
/
謁
/
西
郭
子
筆
」

②

「東
海
太
守
宝
再
拝
/
請
/
足
下

西
郭
子
筆
」

こ
の
二
種
は
と
も
に
三
行
に
分
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
東
海
太
守
が
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官

職
、

西
郭
宝

が

姓
名

で
、

中
央

の
最

上
部

に

が

見
え

る
。
自

用

の
謁

で
あ

る
。

(
2
)

　　
　

江
蘇

・
尹
湾
漢
墓
出
土
名
謁

「
謁
」

や

「
請
」

の
文

字

(前

漢

・
前

一

一
年

)

表面裏面

図1

 

一
九
九

三
年

、

江
蘇
省

連

雲
港
市

東

海
県

温
泉
鎮

尹
湾

村

の
西
南

約

ニ

キ

ロ
の
土
中

か
ら

一

一
の
墓
葬

が
発

見

さ
れ

、
そ

の
う
ち

、

M
六
か

ら
木

牘

二
三
枚

、
竹

簡

一
三

三
枚
を

得
た

。
木

牘
中

に
は
た

っ
ぷ
り

と

し
た
波

磔
を

有

し
た
名

謁

(発
掘

報
告

者

の
呼
称

に
従

う

)
が

一
〇
枚

含
ま

れ

て

い
た

。
名

謁

の
長

さ
二

一

・
三
～

二
二

・
二

㎝
、
幅

六

・
○

～
六

・
八

㎝
、

厚

さ

○

.
一
～
0

・
二
七

㎝

(脱

水

処

理
後

の
寸
法

に
よ

る
)
。

い
ま
、

名
謁

の
表

面
は

、
謁

を
受

け
取

る
側

の
官

職
と

姓
名

の
尊

称
が

二
行

に
分

け
ら
れ
て
最
上
段
よ
り
書
か
れ
て
い
る
。
裏
面
は
、

]
般
に
三
行
に
分
け

ら
れ

(①
は
四
行
)
、
第

一
行
目
は
遣
謁
者
の
官
職
と
姓
名
、
お
よ
び

「再

拝
」
の
語
、
第
二
行
目
は

「請
」
「謁
」
「問
」
な
ど
の
ご
機
嫌
を
伺
う
語
、

第
三
行
目
に
は
奉
謁
者
の
官
職
、
本
籍
、
姓
名
お
よ
び
奉
謁
の
目
的
な
ど

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
枚
の
名
謁
の
文
字
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ

る

(各
項
の
前
者
が
表
面
、
後
者
が
裏
面
に
書
か
れ
て
い
る
)。

①

「進
卒
史
/
師
卿
」

「東
海
太
守
級
謹
遣
功
曹
史
奉
謁
為
侍
謁
者
徐
中
孫
中
郎
王

中
賓
丞

相
史
后
中
子
再
拝
/
請
/
君
兄
馬
足
下
」

②

「進
東
海
太
守
功
曹
/
師
卿
」

「沛
郡
太
守
長
憙
謹
遣
吏
奉
謁
再
拝
/
問
/
君
兄
起
居

南
陽
謝
長
平
」

(地
方
の
高
級
官
僚
か
ら
の
も
の
)

③

「奏
東
海
太
守
功
曹
/
師
卿
」

「琅
邪
太
守
賢
迫
秉
職
不
得
離
國
謹
遣
吏
奉
謁
再
拝
/
請
/
君
兄
馬
足

下

南
陽
楊
平
卿
」

④

「進
東
海
太
守
功
曹
/
師
卿
」

「楚
相
延
謹
遣
吏
奉
謁
再
拝
/
請
/
君
兄
足
下

鄭
長
伯
」

⑤

「奏
主
吏
師
卿
/
親
」

「五
官
掾
副
謹
遣
書
吏
奉
謁
再
拝
/
謁
/
趙
君
孫
」
(師
饒
の
属
吏
か
ら

の
も
の
)

⑥

「進
主
史
/
師
卿
」

「弟
子
遭
迫
疾
謹
遣
吏
奉
謁
再
拝
/
問
/
君
兄
起
居

卒
史
憲
丘
驕

孺
」
(師
饒
の
属
吏
か
ら
の
も
の
)
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⑦

「進
/
師
君
兄
」

「容
丘
侯
謹
使
吏
奉
謁
再
拝
/
問
/
疾
」

⑧

「進
/
師
君
兄
」

「良
成
侯
願
謹
使
吏
奉
謁
再
拝
/
問
/
疾
」

⑨
表
面

に
文
字
な
し

「東
海
太
守
功
曹
史
饒
再
拝
/
謁

・
奉
府
君
記

]
封
饒
叩
頭
叩
頭
」
(墓

主
の
自
用
)

⑩

「進
長
安
令
/
児
君
」

「東
海
太
守
功
曹
史
饒
謹
請
吏
奉
謁
再
拝
/
請
/
威
卿
足
下

師
君
兄
」

(墓
主

の
自
用

・
図
1
)

以
上

一
〇
枚
の
名
謁
の
う
ち
、
⑨
⑩
は
墓
主
自
身
の
名
謁
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ

っ
て
墓
主
の
姓
は
師
、
名
は
饒
、
字
は
君
兄
、
東
海
太
守
に
仕
え

た
功
曹
と
い
う
地
方
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
功
曹
と
は

『後
漢
書
』

百
官
五

(巻
三
十
八
)
に
よ
れ
ば
、
郡
国
の
吏
員
の
成
績
を
調
べ
、
ま
た

昇
進
な
ど
の
事
務
を
司
る
人
事
担
当
官
と
さ
れ
、
『漢
官
儀
』
に
は
督
郵

・

功
曹
は
郡
の
極
位
と
あ
る
。
こ
う
し
た
文
献
か
ら
判
断
し
て
、
功
曹
の
身

分
は
郡
内
に
お
い
て
主
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

前
述
の
①
か
ら
⑧
の
八
枚
は
墓
主
に
差
し
出
さ
れ
た
名
謁
で
あ
る
。
内

訳
は
、
東
海
郡
太
守

・
沛
郡
太
守

・
琅
邪
太
守

・
容
丘
侯

・
良
成
侯

・
楚

相
延
が
、
墓
主
に
謁
見
を
求
め
た
も
の
が
六
枚
、
師
饒
の
属
吏
か
ら
の
も

の
が
二
枚
で
あ
る
。
功
曹
で
あ
っ
た
師
饒
が
、
こ
れ
ら
地
方
の
高
級
官
僚

の
名
謁
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
名
謁
を
墓
中
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ

う

か
。
程
志

娟
氏

に
よ

れ
ば

、
こ

れ
ら

一
〇
枚

の
名

謁

は

一
人

の
手

に

よ

っ

て
書
か

れ
た

も

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
前

提

に
し

て
、

一
〇
枚

と
も

明

器
と

し

て
複

製

し
た
も

の
で
、
師

饒
が

現
世

と
同
様

に
地

下

の
冥

府

で
も

(3
)

権

力
と

交
誼

を
持

て

る
よ
う

に
と

の
願

望
が

あ

る
と
見

て

い
る
。
確

か

に
、

こ
れ
以

外

の
墓

(
走
馬
楼

簡

牘
は
古

井

戸
出

土

の
た
め

除
く

)
か

ら
出

土

し

た
謁

や
刺

は
自

用

の
も

の
だ
け

で
あ

っ
て
、
実

際

に
使

用
す

る

た
め

に

作
成

し

た
も

の
を

副
葬

し
た

と
考
え

ら

れ
る

。
が

、
尹
湾

漢
墓

の
名

謁

の

場
合

、
他

者

か
ら
差

し
出

さ

れ
た

に
も

か
か

わ
ら
ず

、

ど
れ
も

書
風

が
同

一
と

い
う

こ
と

は
あ

り
得

ず

、
し
た

が

っ
て
、
程
志

娟

氏

の
推

論

は
説
得

力

が
あ

る
。
た

だ

し
、
⑤

の
裏

面

の
文
字

だ
け

は
他

の
文

字
と

書
風

を
異

に
し

て

い
る
。

そ

の
理
由

は
は

っ
き

り

し
な

い
が
、

こ
れ

だ
け

は
別
手

と

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

書

体
は

、
ど

の
簡
も

た

っ
ぷ
り
と

し
た

波
磔

を
有

し
た
隷

書

で
あ
り

、

し
か

も
後
漢

の
礼
器
碑

や
曹

全
碑

な

ど

の
頌
徳
碑

と
多

く

の
共

通
点
を

持

(4
)

つ
謹
飭

な
書

法

で
書

か
れ

て

い
る
。

　ら
　

(3
)

湖
北

・
顎

城

一
号
墓

出
土
刺

(
三
国

呉

二
三

〇
年

)

図2

 

一
九
八
○
年
、
顎
城
付
近
よ
り
四
つ
の
墓
葬
を
発
掘
し
た
。
鉄
M

一
〇

五
か
ら
出
土
し
た
分
段
式
重
列
神
獣
鏡
の
紀
年

に
「黄
龍
二
年

(二
三
〇
)
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七

月

丁
未
朔

七

日
…
」

と
あ

る
。

同
時

に
出
土

し
た
銅

銭

の
種
類

か
ら

見

て
水

M

一
は
鉄

M

一
〇
五

よ
り

早
く
埋

葬

さ
れ
た

も

の

(呉

の
初

め
)

と

考

え

ら
れ

て

い
る
。

そ

の
う

ち
水

M

一
か
ら

刺

六
枚

が
発
見

さ

れ
た
。

長

さ

は

二
四

～
二

五

・
○

㎝
、

幅

三

・
三
、
厚

さ

○

・
四

㎝
。

刺

に
書

か

れ

た

文
字

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

①

「
童

子
史

綽
再

拝

問
起

居

広
陵

高
郵
字

澆

瑜
」

(図

2
)

②

「
童

子
史

綽
再

拝

問
起

居

広

陵
高

郵
字

澆

瑜
」

③

「
広
陵

史
綽

再
拝

問
起

居
」

④

「
広
陵

史
綽

再
拝

」

⑤

「
広
陵

史
綽

再
拝

」

⑥

「
広
陵

」

「
童
子

史
綽

再
拝

問

起
居
」

ま

で
は
刺

の
中
央

に
書
き

、

「
広
陵

高
郵

字
澆

瑜
」

は

や
や
小

さ
く

左
側

に
寄

せ

て
書

い
て

い
る
。

図
版

が
あ

ま
り

鮮
明

で
な

い
た

め
、

断
定

は

で
き
な

い
が
、
六

枚

の
刺

の
書
風

に
は

大
き

な
違

い
は

な

い
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

同

一
人

の
手

に
な

る
と
考
え

て
よ

い

で
あ

ろ
う

。
報

告
者

は
、
刺

に
書

か

れ
た
文

字

の
書
体

を
隷

書

に
分
類

し

、

(
6
)

劉
洪

石
氏

も
同

様

に
隷
書

と
見

て

い
る
。

確
か

に
隷

書

の
点
画

は
交

じ

る

が
、

「
子
」

「
居
」

「廣

」

の
長

い
横

画

の
収
筆

に
は

楷
書

の
特

徴

で
あ

る

三
過

折

の
筆

法

が
窺
え

る
。

こ

の
刺

に
書

か
れ

た
文
字

か

ら
推

し

て
、
墓

主
人

は
未

成
人

の
史

綽
、

字
は
澆

瑜

と

い
う

人

で
、
文

字

は
史
綽

自
身

が

書

い
た
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。
広

陵

・
高
郵

と

は
今

の
江
蘇

省

の

二

つ
の

地
名

で
、
揚

州
付

近

に
あ

た

る
。

当

時

の
封

建
統

治

に
お

け
る
中

・
上
層

階
級

の
身

分

の
人
物

で
あ

ろ
う
。

前
者

の
二
枚
は

完
成

品

の
刺

で
あ

る
が
、

後
者

四
枚

は
未

完
成

と
考
え

ら

れ

る
。
未

完
成

の
刺

を
墓

葬
す

る
理

由
は

現
段

階

で
は
は

っ
き

り
し

な

い
。
劉

洪

石
氏
は

、

こ
れ
ま

で
出

土
し

た
刺

の
な

か

で
も

っ
と
も

早

い
実

(
7
)

例

で
あ

る
と
指

摘

し

て

い
る

。

(
4
)

　
　
　

江

西

・
南
昌
東

呉
高
栄
墓
出

土
刺

(三
国
呉

・
二
三
二
～
;

二
八
年

)図3

 

一
九
七

九
年

、
江

西
省

南
昌

市
内

の
東

呉
高

栄
墓

よ
り

出
土

。
刺

二

一

枚
。

と
も

に
長

さ
は

二

四

・
五

㎝
、

幅
は

三

・
五

㎝
、
厚

さ
は

一
㎝
。
ど

の
刺

も
同

一
の
文
字

が
書

か
れ

て
い
る
。

報
告

者
は

隷
書

と
し

て

い
る
。

隷
意

が
若

干

交

じ

る
も

の

の
、

「
弟
」

や

「
問
」

「沛

」

「
國
」

な
ど

の
点

画

に
は
明

ら
か

に
楷
書

の
特

徴

で
あ

る
三

過
折

の
筆
法

が
窺

え

る
。
墓

主

人

の
高

栄

は
沛

国
、
相

県

の
人

、
字

は
万

綬

で
あ

る

。

「
弟
子

高
栄

再
拝

問
起
居

沛

国
相

字
万

綬
」

(す

べ

て
同
文

・
図

3
)

報
告

者

は
、

こ
れ

ら

の
刺

の
用

途

に

つ

い
て
、
死
後

、
別

の
世
界

へ
旅

立

つ
こ
と
を

信

じ
た
迷

信

の
産
物

で
あ

る
と

指
摘

し

て

い
る
。

(
9
)

(5
)

湖
南
省

・
長
沙

走
馬

楼
出

土
刺

(三

国

・
呉

二
二

〇
～

二
一二
七
年

)

一
九

九

六
年

、
河
南

省
長

沙
市

の
走

馬
楼

街

に
あ

る
古
井

戸
群

の

一
つ

か

ら

一
〇
万

片
以

上

の
簡

牘

が
出

土

し
た
。

報
告

書

に
よ
れ

ば
、

そ

の
中

1且



図4

に
は

数
量

は
多

く
な

い
が

、
保
存

良
好

な
名

刺

が
含

ま
れ

て
お

り
、
内

容

は
問
安

、
謁

見

、
推
挙

、
贈

物

な
ど

で
あ

る
と

い
う

。
た
だ

し

、
報
告

書

で
は

図
版

に
次

の

二
例

を
挙

げ

る

の
み

で
、
全
容

は

不
明
。

①

「
弟

子
黄
朝

再

拝

問
起

居

長
沙
益

陽
字

元
宝

」
(図

4
)
そ

の
裏

面

に

は

「弟

子
史

先
再

拝
」

長

さ
二

四

・
七

㎝
、

幅

三

・
二

㎝
、

厚
さ

O

・
五

㎝
。

②

「
私

学
長

沙
劉

陽
謝

達
年

卅

一
居
臨

湘
/
都

郷

立
沂

丘
/

十

一
月
十

五

(
10
)

 日
右
郎

中

竇
通
挙

」

長
さ

二

三

・
七

㎝
、
幅

七

㎝
、
厚

さ

六

㎝
。

①

は

長

い
横

画

や
左
右

の
払

い
に
隷
意

を
残

し

て

い
る
が

、
細
部

ま

で

観
察

す

る
と

三
過
折

の
筆

法
も

認

め
ら

れ
る
。

②

は
点
画

に
曲

線
が

多
用

さ

れ
、
線

か
ら

線

へ
の
脈

絡

が
感
じ

ら

れ
る
。

行
書

体
と

い
え

る
。

(
6
)

　
　
　

安
徽

・
馬
鞍
山

朱
然

刺

・
謁

(三

国
呉

・
二
四
九
年

)

図5

 

一
九

八

四
年
、

安
徽

省
馬

鞍
山

市

の
東
呉

朱
然

墓
よ

り
出

土
。

刺
は

一

四
枚
。

長
さ

二

四

・
八

㎝
、

幅

三

・
四

㎝
、

厚
さ

○

・
六

㎝
。
サ

イ
ズ

は

す

べ

て
同
じ
。

報
告

者

は

「隷

書
中

に
楷

書
を

帯
び

る
」

と
見

る
。

文

は

三
種

に
分

け
ら

れ

る
。

①

「
弟
子

朱
然

再
拝

問
起

居

字
義

封
」

②

「故

鄲

朱

然
再
拝

問
起

居

字

義
封

」

③

「
丹
楊
朱

然
再

拝

問
起

居

故
鄲

字
義

封
」

(図

5
)

(2
)
の
尹
湾

漢
墓
名

謁

と
同
様

に

「
字
義

封
」
を

左
側

に
寄

せ

て
小

さ
め

に
書

い
て

い
る
。

謁

三
枚
。

大
き

さ
は

同
じ

。

ほ
ぼ
同

様

の
内
容

で
あ

る
。

「
□
節

右

軍

師
左

大

司
馬

当

陽
侯

丹

楊
朱

然

再

拝
/

謁
」

長

さ

二

四

・

八

㎝
、

幅
九

・
五

㎝
、
厚

さ

三

・
四

㎝
。
当
該

の
謁

の
幅
は

(
2
)
尹
湾

漢
墓

名

謁
よ
り

広

い
。
墓

主

人

の
朱

然

は
丹

陽
郡
故

鄲

の
人

、
字

は
義
封

で
あ

る
。

生
卒

は

光
和

五
年

(
一
八

二
)

～
赤

烏

十

二
年

(
二
四

九
)
。

報
告

者

は

、

「字

体

は
隷

書

の
中

に
楷
書

を

帯

び

る
」
と

見

る
。

こ

の
刺

と
謁

の
文

字
を

つ
ぶ
さ

に
観
察

す

る
と
、

三
過

折

の
筆
法

が

こ
れ
ま

で

の

(3

)

(
4
)
以

上

に
窺

え

る

こ
と
が

見

て
取
れ

る
。

三
国

呉

の
時
代

に
は

す

で
に
楷
書

は

成
立

し

て

い
た
と

見

な
す

こ
と

が

で
き

る
点

か

ら
も
大

き

な
発

見
と

い
え

る
。
ま

た

、
同
時

に
刺

と
謁

が

出
土

し
た
と

い
う

事
情

か

ら
、

こ

の
二
種

は
用
途

が
違

っ
て

い
た

こ
と

の
証

左
と

も
な

っ
た

。

(
12
)

(
7
)
江

西
省

・
南

昌

呉
応
墓

出

土
刺

(西
晋

)

一
九

七

四
年
、

江
西

省
南

昌
市

の
東

湖
区
永

外

正
街

一
号

晋
墓

よ
り

出

土

。
刺

五
枚
。
寸
法

は

い
ず

れ
も

同
じ

で
、
長

さ

二
五

・
三

㎝
、
幅

三

㎝
、

厚

さ

○

・
六

㎝
で
あ

る

。
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図6

①

「弟

子
呉

応

再
拝

問
起

居

南
昌

字

子
遠
」

(
三
枚
同

文

・
図

6
)
、

②

「豫

章
呉

応
再

拝

問
起

居

南
昌

字
子

遠
」

(
一
枚
)

③

「
中
郎

豫

章
南

昌
都

郷
吉

陽
里

呉

応
年

七
十

三

字
子
遠

」

(
一
枚

)

こ

の
記

述

か
ら

、
墓
主

人

は
呉
応

、
字

は

子
遠

、
豫
章

郡
南

昌
県

都

郷

吉

陽
里

の
人

で
あ

る
。

か

つ
て
中
郎

の
官

に
任

ぜ

ら
れ
た

。
と

こ
ろ

で
、

③

は
呉
応

の
官

職
、

本
籍

に
続

け

て
歿
年

を
書

き
加

え

て

い
る
。

こ

の
こ

と
か

ら
西

林

昭

一
氏

は
死

者

の
名

刺

と
位

置
づ

け
、

こ
れ

ら
墓

中

の
刺

・

謁
は

、
墓

主
が

黄
泉

の
国

へ
行

く
と
き

の
た
め

に
用
意

さ

れ
た
も

の
で
あ

(13
)

る
と
指

摘

さ
れ

る
。
書

体

に

つ
い
て
報

告
者

は

「
す

で

に
楷

書

に
近

い
」

　レ
　

と

い

い
、
劉

洪

石
氏

は

「
楷
書

」
と

断
定

し

て

い
る
。
西

林
氏

は
上

記

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
7
)
を

俯

瞰

し
た

上

で
、

い
ず

れ

も

い
く

ぶ

ん
隷

書

の
点

画

が
ま

じ

る
が
、

す

で
に
楷

書
が

根
底

に
あ

る

こ
と
が
う

か

が
え

る
と

指

(
15
)

 摘

し

て

い
る
。
呉
応

の

マ
心
」

の
第

三

・
四
画

や

「
問
起

居
」

の
各

部

を

詳
細

に
観

察
す

る
と

、

明
ら

か

に
連

続

し
た
点

画

が
見

て
と

れ
る
。

(
3
)

～

(6

)
と
比

較

し

て
、
時
代

が

や
や
降

る

(
7
)

は

よ
り

ほ
ど
け

た
書

風

で
あ
り

、
行

意
が

含
ま

れ

て

い
る
と
言

え

よ
う

。

(16
)

(8
)
江
西

.
南

昌
駅
前

東
並
旦
墨
出
土
刺

(東

晋

・
永
和

八
年
く
三

五

二
年

V)

一
九

九
七

年

、
江

西
省
南

昌
市

の
南

昌

駅
前
広

場

の
北
側

か

ら
六
座

の

東
晋

墓

が
発
掘

さ
れ

、

M
3
か

ら
木

方

一
枚
と

名
刺

二
枚

が
出

土

し
た
。

木
方

に
墨

書

さ
れ
た

内
容

か
ら

、
墓
主

は

雷
咳

、
永

和

八
年

に
卒
し

た

こ

と
が

わ
か

る
。
名

刺

は
長

さ

二
四

・
六

×
三

・
○
、
厚

さ

○

・
八

㎝

(
二

枚

と
も

同

型
同
文

)
。

「弟

子

雷
咳

再
拝

問
起

居

鄙

陽
字
仲

之
」

報
告

者
は

書
体

を
隷
書

と

し

て

い
る

が
、

「
雷
」

「
陽
」

な

ど

の
点
画

に

行
意

が

見
ら

れ
る

。

劉

洪

石
氏

は

「秦

漢
以

降
、

世
間

で
通

行

し

て

い
た
文

書
形

式

の

一
種

で

〈
書
檄

〉
の
類

に
属
す

。
…

後
漢

以
降

、
謁

の
使

用

は
し
だ

い
に
減

少

し
た

が
、
刺

は

軽
く
簡

便

で
あ

る

こ
と
か

ら
社

会

に
広
く
受

け

入
れ

ら
れ

(17
)

た
」

と
指
摘

す

る
。

こ

の
二
者
と

も

に
自

分

の
姓

名
を

知

ら
せ

る
た

め

の

も

の
で
、

そ

の
用
途

は
今

の
名
刺

と

ほ
ぼ

同
じ

で
あ

る
。
た

だ

し
、
謁

は

第

一
行

目

に
遣
謁

者

の
官
職

と
姓

名
、

お

よ
び

「
再
拝
」

の
語
、

第

二
行

目

の
最

上
段

に

一
文
字

だ
け

「
請
」

「謁
」

「
問
」

な
ど

の
ご

機
嫌
を

伺
う

語

、
第

三
行

目

に
奉

謁

者

の
官

職

、
本
籍

、
姓

名

お
よ

び
奉
謁

の
目
的

な

ど
を

記

し

て

い
る
。

一
方

、
刺

は

一
行
書

き

で
、
内

容
も

謁

よ
り
簡

潔

で

あ

る
。

お
お
む

ね
自

分

の
官
職

、
本

籍

、
姓
名

の
順

で
記

し

、
挨
拶

の
語

「
問
起

居
」
を

ほ
ぼ
中

間

に
記

し

て

い
る
。
最
後

に
自

身

の
字
を

や

や
左

に

寄
せ

て
小

ぶ
り

に
書

い
て

い
る

。

三
、
謁
と
刺

に
関

す
る
熟

語

謁

や
刺

に
関
す

る
熟

語

に
は
ど

の
よ
う
な

も

の
が
あ

る
か

拾

い
出

し

て
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み
よ
う

。

(
1
)
謁

見

謁

見

は
現
在

、
広

く

地
位

や
身
分

の
高

い
人

に
面
会
す

る

と

い
う

意
味

に
使

わ

れ

て

い
る
。

謁
見

の
語
を
文

献

に
求

め

て
み
よ
う

。

『
列

子
』
湯

問

に

「
翌

日
偃

師

謁

見

王
」
、

『
越

絶
書

』

の
越

絶

外
伝

記

呉
王

占
夢

に

「
謁
見

呉
王

」
、

『
史
記

』
袁

盍
晁

錯
列

伝

に

「還

、
上

書
言

軍
事

、
謁

見
上
」

な

ど
と

用
例

が
見

え

る
が
、

こ

れ
ら
は

ど

れ
も
、

た
だ

ち

に
面
会

で
き

る

の
で
は

な
く

、
先

に
名

刺
を

差

し
出

し
、

そ

の
後

に
見

え

る
こ
と

が

で
き

た

の
で
あ

る
。
ち

な

み
に
謁

見

の
同
義

語

に

「謁

覲
」

「
謁
候

」

「
謁
賛
」

な

ど
が

あ

る
。

(2

)
通
謁

『後

漢
書

』
李

南
伝

(巻

八
十

二
上

)

に

「
太

守
馬

稜
坐

盗
賊
事

被

徴
、

当

詣
挺

尉

、
吏

民
不
寧

、

(李
)
南

特

通
謁
賀

」
と

あ

る
。
ま

た

、
『
北

史
』

蕭

大
圜

伝

に

「時

大
圜

兄

汝
南

王
大
封

等

、
猶
未

通
謁

」
と

あ

る
。

こ
れ

ら

の
用

例

は

い
ず

れ
も

、
名

刺
を

出

し

て
案

内
を

請
う

こ
と

で
あ

る
。

(
3
)

謁
舎

『
漢

書
』

食
貨

志

四
下

に

「
工
匠

医

巫
卜

祝

及
它

方

技
、

商

販
賈

人

坐

肆

列
里

区
謁
舎

」

と
あ

り
、

如
淳

の
註

に

「
謁
舎

、
今

之
客
舎

也
」

と

あ

る
。

『後

漢
書

』
陸

続
伝

(巻

入
十

一
)

に
は

「使

者

間
諸
謁

舎
。

(陸

)

続

母

果

来

、
於

是

陰

嘉

之

、
上

書

説

続

行

状
」

と

あ

り
、

李

賢

の
注

に

「謁

舎

、
所
謂

、
停

主

人
之
舎

也
」

と
あ

る
。

ま

た
、

『
宣
和
書

譜

』
李

成

に

「
(李

)
成

廼

見
前

之

所

画

、
張
於

謁

舎

中
」

と

い
う

よ

う

に
、

謁
舎

と
呼

ば

れ

る
建

物

が
あ

っ
て
、

こ
れ
は

客
を
待

遇
す

る
と

こ
ろ
、
あ

る

い

は

面
会

所

で
あ

る

と
考
え

ら

れ

る
。

(
4
)
名

刺

名

刺

の
意

で
用

い
ら

れ
る

「
刺
」

の
語
は

、
前

述

の
よ
う

に
す

で

に
漢

代
末

期

の
劉
煕

の

『
釈
明

』

に
見
え

て

い
る
。

で
は

「名

刺
」

の
語

は
ど

(18
)

う

か

と

い
う

と

、
郭

伯
南

は
唐

代

に
初

め

て
用

い
ら

れ
た
と

指
摘

す

る
が

、

『
梁
書

』

に
は

こ

の
語
が
す

で
に
見
え

て

い
る
。

『梁

書
』

江
淹

伝

(巻
十

四
)

に

マ
永
元
中

、
崔

慧

景

挙
兵

囲

京

城

、
衣

冠
悉

投

名

刺

、

(江

)
淹

称
疾

不
往
」

と

あ

る

の
が

そ

れ

で
あ

る
。

唐

の
元
槇

の

『重

酬
楽

天

詩
』

に
は

「
最
笑

近
来

黄
叔

度

、
自
投

名
刺

占

陂
湖
」
と
あ

る
。

宋
、

元
以

後
、

「
名

刺
」

の
こ
と

を

「
名
帖

」
と

も

言
う

よ
う

に
な
り

、

両
者

が
併

用

さ

れ
た

。

(5
)

通
刺

通
刺

と

は

「刺

を
通

ず
」

つ
ま

り

、
名
刺

を
差

し

出
し

て
面
会

を
求

め

る

こ
と

で
あ

る
。

『異

苑

』

に

「
通
刺

、
字

不

可

識
」

と

い

い
、
李

商

隠

の
詩

〈
鳥
張

評
事

、
謝

辟
并

聘
銭

啓

〉
に

「
辨
装

無

闕
、
通

刺
有

期
」

と

あ

る
。

(
6
)
投

刺

『
晋
書

』

熊
遠

伝

(巻

七

十

一
)

に

「帝

欲

賜

諸
吏

投

刺

勧
進

者

加

位

一
等

、
百

姓
投

刺

者

賜

司
徒

吏

、
凡

二

十
餘

万
」

と

い

い
、

『
梁
書

』

処

士

・
諸

葛
球

伝

(巻

五
十

一
)

に
は

「
(諸

葛
)

琢
安

貧

守

道

、
悦

礼

敦

詩

、
未
嘗

投

刺
邦
宰

、
曳

裾
府

寺
」

と

あ

る
。
上

述

の
投
刺

は
名
刺

を

差

し

出
す

こ
と

で
、

面
会
を

求

め
る
意

で
あ

る
が
、

一
方

、
名
刺

を
投

げ
捨

て
て
、

面
会

し
な

い
こ
と
、
あ

る

い
は

世
間

と

の
関
係
を

絶

つ
こ
と

に
も
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用

い
ら

れ

る
。
梁

武
帝

〈
孝
思

賦
序

〉
に

「先

君
体

有

不
安

、
昼
則

輟
食

、

夜

則
廃
寝

、
方

寸
煩

乱

、
容
身

無

所
、
便

投
刺

解
職

、

以
遵
帰

路
」

と

い

う

の
が
後

者

の
用
例

で
あ

る
。

(
7
)
還
刺

『北

史
』

李
霊

(曽

孫
元

忠
)
伝

(巻

三
十

三
)

に
、

会

斉
神

武
東

出

、
元
忠

便
乗

露
車

、
載

素
箏

濁
酒

、
以

奉
迎

。
神

武

聞

其
酒

客
、

未
即

見
之

。

元
忠

下
車
独

坐
、

酌
酒

擘
脯
食

之

、
謂

門

者

日
、

「
本

言

公
招

延

儁
傑

、
今

聞

国

士

到
門

、

不
能

吐

哺
輟

洗

、

其
人

可
知

。

還
吾
刺

、

勿
復
通

也
。
」

門

者
以

告
、

神
武

遽
見

之
。

と
あ

る
。

還
刺

は
名

刺
を

返
す

こ
と

。

つ
ま
り

、
面

会

し
な

い
こ
と

で
あ

る
。

(8
)

刺
字

刺
字

は
名

刺

に
書

か
れ

た
文
字

の
こ
と
。

広
義

で
は
名
刺

を

い
う
。

唐

の
李
商

隠

『
江
上

』
詩

に

「
刺
字

従
漫

滅
、

帰
途

尚
阻

修
」

と
あ

り
、

宋

の
李

覯

『
送

古
山

人
』

詩

に

「
乍

出
山

来
言

語
拙

、
莫

将
刺

字
謁

王
公
」
、

宋

の
蘇
軾

の

『
與
経

山
維

琳
書

』

に

「
…
見
刺

字
驚

歎
久

之
」

と
あ

る

。

こ
れ

ま
た

名
刺

を
指

す

語

で
あ

る
。

(
9
)

そ

の
他

(刺
紙

・
刺

尾

)

刺

紙
は
名

刺

と
同

じ
意

で
あ

り
、
清

の
兪

越

『
茶
香

室
続

鈔

』

に
そ

の

言

及

が

見
え

る

。
刺

尾
と

は

名

刺

の
片

隅

の
意

。

『前

言
往

行

録

』

に
そ

の
用
例

が
見

え

る
。

こ

の
よ

う

に
時
代

と
と

も

に
そ

の
呼
称

に
変

化

が
見

ら

れ
た

こ
と

が
わ

か

る
。

こ

の
ほ
か

居
延

出
土

の
簡

牘
文
書

に

「
郵
書

刺
」

な

ど

の
刺

を

冠
し

た

実
例
が
出
土
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
名
刺
と
は
直
接
し
な

(
19
)

い
の

で
こ
こ

で
は
省

く
。

お
わ
り
に

新
中

国
成

立
以

後

、
考
古

学
的

発
掘

が
盛

ん

に
行
わ

れ
、

さ
ま
ざ

ま

な

分

野

で
大
き

な
成

果
を

収
め

て

い
る
。

古
代

の
歴
史

や
経
済

、
文
化

な

ど

を
考

え

る
上

で
重

要
な

こ
と

は
言
う

ま

で
も

な
く

、
書
道

史

、
特

に
書
体

の
変

遷
を

考
え

る

上

で
見

逃
す

こ
と

は

で
き

な

い
。

謁

や
刺

の
発

見

に
よ

っ
て
、

そ

の
時
代

に
通

行
し

て

い
た
肉
筆

文

字

の

一
つ
の
実
相

を
窺

う

こ
と

が

で
き

る
よ
う

に
な

っ
た

。
前
漢

末

の
尹
湾

漢

墓

の
名

謁

は
謹
飭

な
波

磔
を

持

っ
た
隷

書
体

で
あ

る
。

三
国

の
刺

は
隷

意

を

残

し

て
は

い
る
も

の

の
、

重
厚

な
書

風

の
楷
書

体
と

い
え

る
。

刺
は

謁

に
比

べ
る
と

そ

の
文
字

は

や
や
く

だ
け

て

い
る
と

い
う

も

の

の
、
朱

然

の

刺

と
謁

と
を

比
較
す

る

限
り

、
書

風

の
差
は

ほ
と

ん
ど

な

い
。
た
だ

し

、

刺

の
方

が

幅

が
狭

く

(ほ

ぼ

二
分

の

一
)
、

携
帯

に
便

利

で
あ

る
。

謁
と

刺

の

二
者

と
も

に
自

分

の
姓
名

を
知

ら

せ
る
た

め

の
も

の
で
、

そ

の
用
途

は
謁

は
謁

見
す

る
た

め

の
も

の
、
刺

は
相

互

に
挨

拶
を

交

わ
す

た
め

の
も

の

で
あ

る

。
刺

は
現
在

の
名

刺

の
祖
と

い
え

よ
う

。
古

代
人

は
謁

や
刺

を

日
頃
か

ら
懐

に
携

え

、
必
要

に
応

じ

て
使

い
わ
け

て

い
た

こ
と
が
窺

え

る
。

謁

は
、

下
位

の
者

が
上

位

の
者

へ
面
会

を
求

め

る
と
き

に
用

い
る
も

の
で

あ

る
か

ら
、
相

手

に
対

し

て
慇
懃

な
態
度

を
持

っ
て
自

署
し

た

に
違

い
な

い
。

そ

こ

に
書

か

れ
た
文

字

は
、
当

時

の

一
通
行
体

と

は

い

っ
て
も

精

一

杯
鄭

重

に
書

い
た

は
ず

で
あ

る
。
前

述

の
よ
う

に
前

漢
時

代

の
謁

(1
)
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(2
)

は
謹
飭

な

波
磔
を

有

し
た
隷

書
体

で
あ

る
。

(
3
)
㌻

(6
)

の
三
国

呉

の
刺

は
鄭

重

に
書

こ
う
と

し
た

結
果

で
あ

ろ
う

か
、

隷
意

を
残

し

て

い

る
も

の

の
、

三
過

折

の
筆
法

が
窺
え

る
。

こ
れ
ら

は
楷

書

の
起
源

を
考
え

る
上

で
重
要

な
だ

け

で
な
く

、
楷

書
が

公
認

さ
れ

る
過

程
を

推
測

す

る
こ

と

が

で
き

る
。

と

こ

ろ
で
、

宋
代

以
降

の
名

刺

の
形
式

は

、
例
え

ば

、
南

宋

の
張
世

南

『
游
宦

紀
聞

』
に
、
張

家

で
収
蔵

し

て

い
た
北
宋

元
祐

年

間

の
秦

観

、
張

耒

、
」

晁

補

ら

の
用

い
た
名
刺

の
石
本

が
記
録

さ

れ

て

い
て
、

こ
こ
か
ら

当
時

の

形

式
を
窺

え

る
。

こ
れ

に
よ
る
と

名
刺

を

用

い
る
目
的

の

一
つ
に
、
各

家

を

ま
わ

っ
て
年
賀

と

し

て
投

げ

入
れ

る
こ
と

が
あ

っ
た
ら

し

い
。

南
宋

の

周

密

『
癸
辛

雑
識

』

に

「節

度
交

賀
之

礼

、
不
能

親
至

者
、

毎
以

東
刺

簽

名

於

上
、
使

一
僕

遍
投

之
、

俗
以

為
常

」
と

あ

る
。
ま

た
、

門
帖

と
呼

ば

れ
る
名

刺

よ
り
も

や

や
詳

し

い
内

容

の
も

の
も
用

い
ら
れ
た

軌
新

年

の
挨

拶

状
と

し

て

「名

帖
」

も
使

わ

れ
、
明

・
清

代

に

い
た

っ
て
常

用
さ

れ
た

こ
と

が
知
ら

れ

る
。

が
、
本

稿

で
は
秦

漢

か
ら

六
朝

に
か
け

て
の
新

出
土

の
謁

や
刺

に

つ
い
て
述

べ
る

こ
と
を

目
的

と
し

た
た

め
、

こ

こ
で
は

深
入

り

せ
ず

、

別

の
機
会

に
譲

る

こ
と
と
す

る

。

註(1
)

紀
達
凱

「連
雲
港
市
陶
湾
村
西
郭
宝
墓
」

(『東
南
文
化
』
第

二
輯
)

(2
)

報
告
書

に
は
、
連
雲
港
市
博
物
館

ほ
か

「
尹
湾
漢
墓
簡
牘
初
探
」

(『文
物
』

一
九
九

六
-

一
〇
)
が
あ
り

、
そ
の
後

カ
ラ
i
図
版
を
付

し
た

『
尹
湾
漢
墓
簡

牘

』
(中
華
書

局
、

一
九
九
七
-
九
)

が
出
版
さ
れ

た
。
ま

た
日
本

で
は
、
拡

大

図
版
を
付

し
た

『江
蘇
連
雲
港

・
揚
州
新

出
土
簡
牘
選
』

(毎
日
新
聞
社

、

二
〇
〇
〇
)
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。

(3
)

程
志
娟

「尹
湾
漢
墓
簡

牘
に
反
映
す

る
漢
代

葬
俗
中

の
幾

つ
か

の
間
題
」

(連

雲
港
市
博
物
館

・
中
国
文
物
研
究
所

編

『尹
湾
漢
墓
簡
牘

総
論
』
所
収
。

科
学
出
版
社
、

一
九
九
九
年
)

(4
)
拙
著

「尹
湾
漢
墓
簡
牘

の
隷
書
書
法

に
つ
い
て
」
(『国
際
書
学
研
究
/
2
0
0

0
』
書
学
書
道
史
学
会
編
)
参
照
。

(5
)

瓢
城
県
博
物
館

「湖
北
顎
城
四
座
呉
墓
発
掘
報
告
」

(『考
古
』

一
九
八
二
一

三
)

(6
)

劉
洪
石

「"
謁
"、
"刺

"
考
述
」

(
『文
物
』

一
九

九
六
年

、
第

入
期

)

(7
)

(6
)
に
同
じ
。.た
だ

し
、
走
馬
楼
簡

牘
が

一
九
九

六
年

一
〇
月
に
発
掘

さ
れ
、

そ

の
中

に
は
刺
が
含
ま
れ

て
い
た

こ
と
か
ら
、
走
馬
楼

の
刺
が
も

っ
と
も
早

い

実
例

の
可
能
性
が
あ

る
。

(8
)

江
西
省
歴
史
博
物
館

「江
西
南
昌
市
東
呉
高
栄
墓
的
発
掘
」

(『考
古
』

一
九

八

O
I
三
)

(9
)

長
沙
市
文
物
工
作
隊
ほ
か

「長
沙
走
馬
楼

J
22
発
掘
簡
報
」

(『文
物
』

一
九

九
九
-
五
)
。
こ

の
ほ
か
走
馬
楼
簡

牘
に
関
し
て
は
、
『長
沙
三
国
呉
簡

・
嘉
禾

吏
民

田
家
荊
』
上

下
集

(文
物
出
版
社
、

一
九
九
九
)
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。

(10
)
報
告
書

で
は
、
厚

さ
六

㎝
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
出

土
例
と
そ

の
用
途
か
ら
考
え

て
、
あ
り
得
な

い
数
字

で
あ
る
。

○

・
六

㎝
.の
誤
記

で
は
な

い
か
と
思
わ
れ

る
。

(H
)

安
徽

省
文
物

考
古
研

究
所
ほ

か

「安

徽
馬
鞍

山
東
呉
朱

然
墓
発

掘
簡
報
」

(『文
物
』

一
九

八
六
ー
三
)

(12
)
江
西
省
博
物
館

「江
西
南
昌
晋
墓
」

(『考
古
』

一
九
七
四
-

六
)

(13
)
西
林
昭

一

『ヴ
ジ

ュ
ア

ル
書
芸
術
全
集
』
第
四
巻

(雄
山
閣
、

一
九
九

こ

(14
)

(6
)

に
同
じ
。

(15
)

(13
)

に
同
じ
。

(16
)
江
西
省
文
物
考

古
研
究
所

・
南
昌
市
博
物

館

「南
昌
火
車
站
東
晋

墓
葬
群
発

掘
簡
報
」

(『文
物
』

二
〇
〇

一
-

二
)

(17
)

(6
)

に
同
じ
。

(
18
)
郭
伯
南

『中
国
文
化

の
ル
ー

ツ
』
上

(東
京
美
術
、

一
九
八
九
)

(
19
)
李
均
明

「簡
牘
文
書

〈
刺

〉
考
述
」

(『文
物
』

「一
九
九
ニ
ー

九
)
参
照
。
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